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 事業概要 

国際競争力強化によるシェア拡大を実現するため, 優位な環境性能を実現するための空力・騒音およ

び構造技術を開発し, 実用化に向けて技術検証を進めるとともに, 要素・システム技術開発を進める. 
 

参考 URL: https://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/igreen/ 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

航空機の空力性能及び騒音特性を向上させるため, 主翼及び航空機形状における設計作業に CFD を

利用している. 空力設計では, 複雑な形状における詳細な流れ場を理解しつつその改善形状を追求す

るため, 迅速で正確な空力特性を把握することと同時に膨大な計算リソースが必要である. 事業遂行

においてスパコンは必要不可欠である. 

 

 今年度の成果 

本研究では亜音速航空機の低燃費や低騒音に代表される環境性能を向上させる要素技術について大

学と連携して行っている. 今年度は, 層流翼における付着線汚染による遷移を防止する空力デバイス

の設計, 翼表面を冷却による境界層遷移制御効果確認のための数値解析を行った. 境界層の付着線汚

染防止デバイスの設計では, RANS 解析により付着線汚染防止空力デバイスの高さを含む設計ガイド

ラインを提案するとともに, 高性能化を図った新しい空力デバイス概念を考案し, 空力設計による形

状を提示した. 

 

 

 

環境機体設計基盤技術の研究 
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 成果の公表 

-ポスター 

Nozomu HAYABE, Keisuke OHIRA and Dongyoun KWAK : Guidelines and criteria towards for the 

design of Anti-Contamination Device for laminar flow wings, 2022 Asia-Pacific International 

Symposium on Aerospace Technology,  Niigata, Japan, 12-14 Oct, 2022. 

Yohsuke Matsuda, Dongyoun Kwak : A Study of Boundary-Layer Transition Control by surface 

temperature Controlling on the Swept Wing, 2022 Asia-Pacific International Symposium on Aerospace 

Technology, Niigata, Japan, 12-14 Oct, 2022. 

 

 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 64 - 1024 

１ケースあたりの経過時間 10 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.13 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 2,964,019.33 0.13 

TOKI-ST 95,606.90 0.10 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 1.99 0.00 

TOKI-LM 1,775.00 0.12 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 477.28 0.43 

/data 及び/data2 31,636.62 0.24 

/ssd 461.04 0.06 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 7.60 0.03 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 2,199.72 1.53 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


